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センター設立から約７年が経過した2024年の

いま、本稿において、本学のこれまでのデータサ

イエンス教育のあゆみを振り返ります。

２．これまでの取組み
国内における数理・データサイエンス・AI教育

に関する戦略と本学における取り組みを図１に示

します。2017年度に文部科学省は、「数理及びデ

ータサイエンスに関わる教育強化事業」において

国内６大学による「数理・データサイエンス拠点

コンソーシアム」[2]を設立しました。本学は、この

６大学には、選定されませんでしたが、コンソー

シアム協力校として連携していくために2017年

12月１日に文部科学省の組織整備の概算要求が

認められ、数理・データサイエンスセンター[3]を

設立しました。

１．はじめに
本学は、「学理と実際の調和」を建学の理念と

して、様々な実際の社会的課題の解決に取り組ん

でいます。深層学習の登場によって2010年頃に

始まった第三次AIブームは、2022年度の生成AI

の登場によってさらに加熱しており、社会的な課

題がデータを中心に大きな変換点を向かえていま

す。このような背景を受けて本学は、2017年12

月に数理・データサイエンスセンターを設立しま

した。このセンターの活動として、2021年８月

に文部科学省 数理データサイエンスAI教育プロ

グラム認定制度(MDASH：Approved Program for

Mathematics, Data Science and AI Smart Higher

Education)[1]においてリテラシーレベルに認定さ

れ、2023年８月に同リテラシーレベルプラスな

らびに応用基礎レベルプラスに選定されました。
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図１　本学における数理・データサイエンス・AI教育の取組み
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内閣府では、2019年度にAI戦略2019[4]を策定

し、数理・データサイエンス・AI教育を加速して

いくことを決定しました。このAI戦略は、2021

年度にAI戦略2021、さらに2022年度にAI戦略

2022として改訂されています。2023年度は、

ChatGPT[5]の登場によって生成AIが大きく注目を

集めました。同年５月には、AIに関する暫定的な

論点が発行されています。

このような背景において、本学では2018年度

に大学独自のカリキュラムコース「神戸大学 数

理・データサイエンス標準カリキュラムコース」

をいち早く策定・運用開始しました。このコース

は2018年度に７学部を対象として開始して、

2020年度には全学部へと拡大しました。標準カ

リキュラムコースは、2021年度入学生をもって

新規受付を終了しましたが、文部科学省の認定制

度が始まる2021年度までのつなぎとなる重要な

役割を果たしました。

政府のAI戦略2019を受けて拠点コンソーシア

ムでは、文系にも実装可能なリテラシーレベルの

カリキュラム検討を行い、モデルカリキュラム第

１弾を2018年度末に完成しました。さらに、応

用基礎レベルのモデルカリキュラム第２弾が

2019年度末に完成しました。そして、2020年度

末から認定制度MDASHの運用が始まりました。

リテラシーレベルは、2021年度から認定が開始
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図２　AI戦略2019の目標と本学の取組み

されています。2021年度は、認定が６月と８月

の２回に分けて行われました。本学のプログラム

は、2021年度の第２回にリテラシーレベルが認

定されました。また、応用基礎レベルは、応用基

礎レベルとしての認定の２回目にあたる2023年

度に認定されました。

MDASHには、特に優れたプログラムに対して、

通常のレベル認定に付加するプラス選定制度があ

ります。本学のリテラシーレベルおよび応用基礎

レベルは、2023年度の認定の際に両方がプラス

レベルの選定を受けました。また、応用基礎レベ

ルは、大学全体で開講している場合と、学部に限

定して開講している場合で異なる認定が行われま

す。本学では、2023年度の認定の段階から、文

理問わず全学での開講として認定されました。

2023年度において、本学の入学生の約７割が

リテラシーレベルを履修しており、約３割が応用

基礎レベルを履修しています。さらに、2025年

度からは、全学に対してリテラシーレベルを必修

にすることによって履修率100％を実現する見込

みです。

3．本学における数理・データサイエン
ス・AI教育プログラムの構成
図２にAI戦略2019の目標と本学における数

理・データサイエンス・AI教育プログラムの構成
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必要修得単位の合計

必要修得単位数
２単位

２単位

必修
単位数
１
１

科目名
情報基礎

データサイエンス基礎学

区分
情報科目
基礎教養
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おります。

４．リテラシーレベル
リテラシーベルは、データサイエンス基礎学と

情報基礎の２科目からなります。表１にリテラシ

ーレベルの構成を示します。本学では、2016年

度から従来のセメスターを半分に分割して、年間

を４つのクォーターとして構成する２学期クォー

ター制を導入しています。１時限を90分と設定

しているため、クォーター科目は、８週で１単位

となります。情報基礎は、１年生の第１クォータ

ーに配置されています。また、データサイエンス

基礎学は、５クラス開講しており、３クラスが第

１クォーターに１クラスが第２クォーターに配置

されています。したがって、本学の学生は、入学

直後の約３ヶ月で以降の学習の基礎となるリテラ

シーレベルを修得できるように設計されていま

す。５クラス目は、再履修のために第４クォータ

ーに配置されています。

次ページ表２に情報基礎の2023年度における

シラバスを記載します。情報基礎は、ネットワー

ク上のコミュニケーションのマナーやネットワー

ク社会で自らを守るためのセキュリティに関する

基礎的な知識の習得を目標にしています。また、

大学生として勉学を進める上で必要な図書館情報

の利用方法や、入手した情報を利用して自らレポ

ートを作成したり、インターネットなどで情報発

信したりする上での基本的なアカデミックマナー

の習得も目標にしています。第１回が入学直後で

あるため、学生を支援するため対面形式で行い、

第２回以降が遠隔・オンデマンド形式です。第１

回では、神戸大学のアカウントと学内ネットワー

クサービスの利用方法について学びます。第２回

から第３回にかけて、電子メールやインターネッ

トの利用方法、さらに第４回から第６回にかけて

を示します。本学における学部科目は、全学の教

育を担当する教養教育院が開講する科目と各学部

が開講する専門科目からなります。教養教育院の

科目は、主に１年および２年次に履修し、専門科

目は、３年および４年次に履修します。教養教育

院の科目には、基礎教養科目・総合教養科目・高

度教養科目・情報科目などがあります。

リテラシーレベルは、基礎教養科目のデータサ

イエンス基礎学と情報科目の情報基礎の２科目か

らなります。また、応用基礎レベルは、総合教養

科目に分類されるデータサイエンス概論Aおよび

データサイエンス概論Bを必修として、プログラ

ミング演習科目およびPBL演習科目の２科目と数

学科目からなります。ここで、数学科目は、教養

教育院が開講している科目と学部が開講する科目

を組み合わせることによって構成されています。

プログラミング・PBL演習科目について、専門

科目に演習がある学部は、専門科目から選択でき

ます。また、演習がない文系学部は、総合教養科

目ならびに高度教養科目として開講しているプロ

グラミング・PBL演習(データサイエンス基礎演

習・データサイエンスPBL演習)を履修すること

ができます。

本学の独自の取り組みとして、神戸大学データ

サイエンス操練所があります。データサイエンス

操練所は、特定の教育プログラムではなく、応用

基礎レベルよりさらに上のレベルを目指す学生の

ための情報交換および自律的な学習を促す場で

す。ここでは、最新のデータサイエンスに関する

論文を輪講形式で読む神戸大学CMDS論文セミナ

ーや最先端の研究を行っている講師による講演で

ある神戸大学 CMDS先端セミナーを行っていま

す。さらに、意欲のある学生のために、学部配属

前の学生が、学内・学外におけるデータサイエン

スに関わる課題を自主的に行う取り組みも行って

数理・データサイエンス・AI教育の紹介

表１　リテラシーレベルの構成（全学共通）
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セキュリティや情報倫理について学びます。第７

回と第８回において、まとめと期末レポートを提

出します。教材は、基本的にオンデマンド形式で

あり、学生が自身のペースで自律的に学修できる

ように設計されています。

遠隔・オンデマンド講義には、本学の学習支援

システム(LMS：Learning Management System)を

利用しています。このLMSは、キャノンITソリュ

ーションズ株式会社が開発したin Campus[6]を利用

しています。in Campusでは、学生がWebブラウ

ザによって場所や時間を選ばずにPCやスマホに

よって受講することができます。

表２には、データサイエンス基礎学の2023年

度の講義構成も示しています。データサイエンス

基礎学は、数理・データサイエンス・AI教育拠点

コンソーシアムのリテラシーレベルに沿ったもの

となっており、社会におけるデータ・AI利活用を

理解し、データを扱う上での基礎、データに関する

留意点・情報セキュリティに関して必要な知識・

考え方を身につけることを到達目標としています。

モデルカリキュラムは、①社会におけるデー

タ・AI利活用(導入)、②データリテラシー(基礎)、

③データ・AI利活用における留意事項(心得)、④

オプション(選択)からなります。データサイエン

ス基礎学では、第１回にイントロダクション、社

会で起きている変化、社会におけるデータサイエ

ンス・AI利活用にモデルカリキュラムの１を対応

させて、第２回データ・AI利活用における留意事

項にモデルカリキュラムの３を対応させていま

す。第３回および第４回は、オプションとなって

いる統計および数理基礎を学びます。第５回から

第６回は、モデルカリキュラムの②のデータリテ

ラシーに対応します。

講義形式は、LMSを利用した遠隔オンデマンド

配信とライブ配信を併用しています。ただし、第

１クォーターの開講の３クラスの第１回について

対面で行っています。データサイエンス基礎学は、

情報基礎と同様に入学直後の第１クォーターに開

講することと、時間割の都合から情報基礎よりも

早く受講する学生が存在するため、対面形式を取

っています。

データサイエンス基礎学の遠隔オンデマンド配

信・配信併用は、反転学習の形式を取っています。

つまり、学生は、オンデマンド形式で講義動画を

予習して、ライブ形式の講義に望みます。ライブ

講義では、学生の事前学習を前提にして、講義内

容の要所を解説することや、学生からの質問に答

えます。オンデマンド配信およびライブ配信は、

それぞれ60分です。学生は、どちらかの配信で

はなく両方を受講しなければなりません。

５．応用基礎レベル
次ページ表３に応用基礎レベルの2023年度の

必要修得科目のリストの例を示します。応用基礎

レベルもリテラシーレベルと同様に拠点コンソー

シアムのモデルカリキュラム第２弾に沿った内容

です。本学では、応用基礎レベルの必要修得科目

および単位数が学部もしくは学科によって異なっ

回
第１回

第２回
第３回
第４回
第５回
第６回
第７回
第８回

情報基礎
神戸大学アカウントと学内ネットワーク
サービスの利用
電子メール
インターネットの利用
インターネット社会でのセキュリティ
情報の活用
情報倫理
まとめと期末レポート
まとめと期末レポート

データサイエンス基礎学
イントロダクション、社会で起きている変化、
社会におけるデータサイエンス・AI利活用
データ・AI利活用における留意事項
データサイエンスに必要な数学基礎
確率・統計の基礎
データリテラシー・データを読む
データリテラシー・データを説明する
データリテラシー・データを扱う
まとめ・定期試験

表２　リテラシーレベル科目の講義構成
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表４には、応用基礎レベルにおいて必修科目と

なっているデータサイエンス概論Aおよびデータ

サイエンス概論Bの講義構成も示しています。デ

ータサイエンス概論Aは、応用基礎レベルのデー

タサイエンス基礎とデータエンジニアリング基礎

を取り入れたオムニバス形式の講義構成です。第

１回にデータサイエンス・AIの考え方について学

び、第２回第３回にアルゴリズム基礎とデータ構

造、統計的な考え方について学びます。第４回か

ら第７回では、教師なし学習、教師あり学習、画

像解析および確率モデルについて学びます。

データサイエンス概論Bでは、情報センシング

や音声の時系列解析、テキスト解析などデータサ

イエンス・AIの応用的な事例を学びます。また、

データエンジニアリング基礎において重要な知識

である情報セキュリティならびにプラバシー保護

技術についても学びます。第６回第７回は、デー

タエンジニアリングの基礎としてビッグデータの

取り扱い方法について実践的な演習を行います。

授業の形式は、データサイエンス基礎学と同様

に遠隔のオンデマンドおよびライブ形式の併用で

す。反転学習形式の講義であるため、受講生は、

授業の前に60分のオンデマンド動画教材によっ

て学習します。そして、60分のライブ形式の講

義において講義内容の要点の解説および演習課題

のハンズオンを行います。

数理・データサイエンス・AI教育の紹介

ています。これは、応用基礎レベルの要件として、

データサイエンス全般に関する知識２単位、プロ

グラミング演習に関する演習科目２単位、数学に

関する科目という構成になっているためです。

本学では、文系理系を問わず全学での応用基礎

レベルの認定を目指したため、文系学部と理系学

部の両方に配慮した科目構成になっています。ま

ず、データサイエンス全般に関する知識の２単位

は、データサイエンス概論AおよびBを必修科目

とすることによって満たしています。

プログラミングの要件は、これまで理系科目が

少なく、プログラミング演習を持たない学部に対

して全学共通のプログラミング演習科目を追加し

ています。一方、すでにプログラミング演習科目

がある学部には、専門科目にあるプログラミング

演習によって応用基礎レベルの要件を満たしてい

ます。

次ページ表４は、経済学部の応用基礎レベルの

科目構成を例として示しています。経済学部は、

文系学部のひとつですが、ミクロデータ分析I・II

という演習科目があります。そのため、経済学部

の学生は、ミクロデータ分析I・IIもしくはデータ

サイエンス基礎演習、データサイエンスPBL演習

のいずれかを合計２単位取得することによって、

応用基礎レベルのプログラミング演習の要件を満

たします。

必修

選択必修

区分
総合教養
総合教養

共通専門基礎
共通専門基礎
共通専門基礎
共通専門基礎

専門
専門
専門
専門

総合教養科目
高度教養科目

表３　応用基礎レベルの構成例（経済学部）

単位数
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
１
１

必要修得単位数
２単位

８単位

２単位以上

12単位以上

科目名
データサイエンス概論A
データサイエンス概論B

微分積分入門1
微分積分入門1
線形代数入門1
線形代数入門1

統計学
経済数学

ミクロデータ分析I
ミクロデータ分析II

データサイエンス基礎演習
データサイエンスPBL演習

必要修得単位数の合計
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データサイエンス概論AおよびBの評価は、遠

隔ライブ形式での試験を行います。学生は、本人

確認のために遠隔会議システムZoom[7]によるオン

ライン会議接続をしながらLMS上の試験問題に解

答します。

６．プログラミング演習およびPBL演習
MDASHの応用基礎レベルの認定には、プログ

ラミング演習およびPBL(Project-Based Learning)

演習が求められています。表４にプログラミング

演習科目であるデータサイエンス基礎演習のシラ

バスを示します。遠隔かつ大規模な講義を実施す

るために、LMSや遠隔会議システムを利用してい

ます。本学は、複数場所にキャンパスがあるため

に、幅広い受講生に対して集合型の演習を行うこ

とが困難です。また、受講対象者は、文系学をあ

わせると１学年につき年間1,200名を越えている

ため、効率的に演習科目を実施する必要がありま

す。そこで、プログラミング演習科目であるデー

タサイエンス基礎演習では、オープンソースの

LMSの 一 つ で あ る Moodle[8]の プ ラ グ イ ン

CodeRunner[9]を活用したプログラミング自動採点

システム開発して対応しました。

CodeRunnerは、Moodleの質問タイプにおいて、

数理・データサイエンス・AI教育の紹介

学生の回答を評価するためにプログラムを実際に

実行できる機能です。主にプログラミングに関す

る科目において使用され、学生が指定されたプロ

グラムコードを書き、そのコードが一連のテスト

を通過するかどうかで評価されます。CodeRunner

は、実際のプログラムが安全なサンドボックス環

境で実行されるため、セキュリティが確保されて

います。

次ページ図３にCodeRunnerの画面を示します。

学生は、上段のエディタに直接プログラムを記述

することができます。学生がチェックボタンを押

すと、学生が記入したプログラムがサンドボック

スのなかで実行されて結果が表示されます。結果

が誤っている場合は、誤っている箇所が表示され

て赤い背景になります。正しい場合には、緑色の

背景が表示されます。

PBL演習科目であるデータサイエンスPBL演習

のシラバスを表４に示します。ここでは、Zoom

を利用した遠隔でのグループディスカッションを

実施しました。本学では、2020年度のコロナウ

ィルス感染症の流行によって対面での講義が制限

されるなかで、有効なグループディスカッション

形式の講義の実現方法を検討してきました。

Zoomには、全体の会議から少人数のグループに

回

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

第７回

第８回

データサイエンス
概論A

データサイエンス・AI
の考え方
アルゴリズム基礎とデ
ータ構造
統計的データ解析の考
え方
教師なし学習

教師あり学習

画像解析・深層学習

確率モデル・確率推論

まとめ、期末テスト

データサイエンス
概論B

情報センシング

時系列データ解析・音
声解析
テキスト解析

情報セキュリティ

プライバシー保護技術

データサイエンス実践
演習(1)
データサイエンス実践
演習(2)
まとめ、期末テスト

データサイエンス
基礎演習

Pythonイントロダク
ション
データ型、演算子、制
御構造
リスト、配列、関数

Pandas

ファイル入出力、プロ
ットと可視化
生データからデータセ
ット
Helloデータサイエンス

まとめ

表４　応用基礎レベルの科目の講義構成

データサイエンス
PBL演習

PBLイントロダクショ
ン
問いを立てよう

データを眺めよう

問いに対する分析法を
考えよう
データを分析しよう

分析結果をまとめよう

成果を発表しよう

まとめ＆提出
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８．履修者数および修了者数
本学の標準カリキュラムコースおよびリテラシ

ーレベル・応用基礎レベルの履修者数と修了者数

を次ページ表５に示します。本学は、全学で約

10,000名、１学年に約2,500名在籍しています。

ここで、標準カリキュラムコースの履修者数は、

コースの中心となる科目の履修者数を示していま

す。また、リテラシーレベルおよび応用基礎レベ

ルの履修者は、それぞれ必修となっている科目で

あるデータサイエンス基礎学およびデータサイエ

ンス概論Aの履修者数を示しています。標準カリ

キュラムコースの必修科目は、2018年度から

2023年度まで開講していました。2021年度に履

修者が557名、修了者が209名に達しました。こ

れは、入学者の約２割に相当します。2022年度

の入学生からは、標準カリキュラムコースを履修

することができませんが、2022年度と2023年度

も238名、76名の履修がありました。2023年度

の修了者数が履修者数を上回っているのは、前年

度に修了要件を満たさなかった学生が加算されて

いるためです。

リテラシーレベルは、2022年度および2023年

度に約1,800名の履修がありました。これは、１

学年の学生数の７割を超える人数です。2022年

度2023年度は、データサイエンス基礎学が選択

科目であり、必修科目でないにも関わらず高い履

修率です。応用基礎レベルは、2023年度に履修

者数が975名であり１学年の約４割に達していま

分けるブレイクアウトルームという機能が備わっ

ており、この機能を活用したグループディスカッ

ションを行いました。10から15名に対して１人

という比較的多い人数のTAを割り当てることに

よって、対面と比較しても効率が下がらない講義

が実現できました。

７．神戸大学データサイエンス操練所
神戸大学データサイエンス操練所は、数理・デ

ータサイエンス・AI教育プログラムのリテラシー

レベル・応用基礎レベルの上位に位置するコミュ

ニティ型のプログラムです。このプログラムは、

本学の１年生から３年生を対象にしており、学生

が自ら学習および情報交換をする場を提供してい

ます。学生は、操練所を通して、最新の機械学

習・AIの輪講(論文セミナー)や、機械学習の専門

家による講演(先端セミナー)に参加することがで

きます。

また、操練所は、学内および学外の実際のデー

タサイエンス・AIに関する課題に取り組むPBL型

のプログラムを提供しています。このプログラム

では、学内および学外において不定期に発生する

データサイエンス・AIに関する課題に対して、課

外活動として取り組みたい学生を募集します。学

生は、リテラシーレベル・応用基礎レベルによっ

て身につけた技術や知識を用いて、実際の課題に

取り組むことによって、さらに高いレベルを目指

すことができます。

数理・データサイエンス・AI教育の紹介

図３　プログラミング演習における自動採点機能Moodle CodeRunner
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す。ただし、修了者数が147名に留まっています。

これは、応用基礎レベルの修了要件に学部の専門

科目が含まれており、専門科目の履修が３年生以

上からの場合が多いためです。また、文系学部の

多くは、修了要件がデータサイエンスに関わる５

科目を修了する必要がありますが、学部が求める

科目を履修しなければならないためにすべての科

目をそろえることができていません。ここで、公

開されている書類によって定められた集計方法が

異なるため、数理・データサイエンス・AI教育プ

ログラムの申請書や実績と異なる場合がありま

す。

９．オープンバッジ
本学の数理・データサイエンス・AI教育プログ

ラムを修了するとオープンバッジ[10]による証明書

が発行されます。オープンバッジとは、一般財団

法人オープンバッジ・ネットワークが運営するブ

ロックチェーン技術を利用して電子的に発行され

る証明書です。2024年７月現在、300団体がこ

のネットワークの会員になっており、国内の学校

や企業がオープンバッジを利用して学修成果の証

数理・データサイエンス・AI教育の紹介

明書を発行しております。

この証明書は、従来の大学の卒業証明や成績証

明に加えて、科目やカリキュラムごとに学修履歴

を第三者に証明できるものです。従来の公的な証

明書に比べて、細かな粒度で技術や知識の習得を

証明できることや、SNSなどによって気軽に証明

できる利点があります。

本学のオープンバッジは、株式会社LecoSのオ

ープンバッジウォレット[11]に対応しています。こ

のオープンバッジウォレットを利用することによ

って、学修歴をメールやSNSといったメディアに

おいて共有および証明することができます。図４

にリテラシーレベルおよび応用基礎レベルのバッ

ジ例を示します。リテラシーレベルの修了者には、

緑のバッジ、応用基礎レベルの修了者には青のバ

ッジが発行されます。

10．企業および自治体連携によるPBL
科目
本学の特色のある科目として、企業および自治

体と連携したPBL科目があります。そのひとつは、

株式会社日本総合研究所との連携による「日本総

研×神戸大学オープンイノベーションワークショ

ップ」という科目です。

この科目は、大学の単位科目として開講してお

り、いくつかの学部の応用基礎レベルの選択必修

科目にもなっています。形式は、集中講義形式で

行われます。日本総研は、金融機関のグループ会

社としてのコンサルティング・シンクタンクです

ので、金融に関わるテーマとして「金融ビジネス

と情報システム工学」「ITと金融ビジネスの最前

年度
標準カリキュラム履修
標準カリキュラム修了
リテラシーレベル履修
リテラシーレベル修了
応用基礎レベル履修
応用基礎レベル修了

表５　標準カリキュラム、リテラシーレベル・応用基礎レベルの履修者数と修了者数

2018
169

1
169

0
0
0

2020
384
162
384
54
0
0

2019
289
70

289
290

0
0

2021
557
209
557
143

0
0

2022
238
242

1,841
1,846
806
166

2023
76

126
1,868
1,823
975
147

図４　リテラシーレベル・応用基礎レベルのオープンバ
ッジの例
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ンス基礎学、デーサイエンス基礎演習を再編集す

る形で神戸大学DXリカレントプログラムを開講

しています。2023年度2024年度にこのプログラ

ムを開講しており、延べ700名以上が受講して、

400名以上が修了しました。

12．課題と今後の展開
（１）生成AIへの対応

今後の課題としてまず挙げられるのは、カリキ

ュラムを最新のAI技術に対応させながら更新し続

けることです。これまでのAIブームは、第１次お

よび第２次ともに約10年で終了し、冬の時代に

入りました。しかしながら、2010年ごろから続

く第３次AIブームは、2020年になっても終わる

ことなく、2023年５月のChatGPTの登場によっ

て加熱しています。そのため、数理・データサイ

エンス・AI教育プログラムもこれらの新しい変化

に対応して更新していく必要があります。

モデルカリキュラムを作成したコンソーシアム

は、AIに関する暫定的な留意点をまとめています

が、暫定的なものに留まっています。これは、生

成AIの技術が発展段階にあり、毎月のように新し

い技術が発表される一方で、新しい技術が十分な

評価を得ないままサービスとして提供されている

ためです。そのため、悪意のある技術者がそのよ

うな技術を簡単に使ったり、最新の技術を知らな

い人が簡単に陥れられてしまったりする現状があ

ります。そして、それらの状況に対応できるガイ

ドラインの整備が完成しておりません。

また、現在のような状況を考慮すると、今年リ

テラシーレベルを修得した学生と来年リテラシー

レベルを修得する学生の間で学修内容が異なるこ

とが予想されます。これほど短期間でのカリキュ

ラム更新は、カリキュラム修了を証明する数理・

データサイエンス・AI教育プログラム認定制度に

も影響を与える可能性があります。

（２）柔軟なLMSへの期待

データサイエンス教育における最大の課題は、

教育する教員数の少なさです。AI戦略2019では、

すべての大学においてリテラシーレベルの修得を

数理・データサイエンス・AI教育の紹介

写真１　2017年度のオープンイノベーションワークショップ
の様子

11．社会人向けリカレントプログラム
本学では、学生に対する講義を社会人に対して

も展開することによって、社会人に向けたDXリ

カレント事業を実施しています。本学では、これ

まで公開講座という形で他大学の学生や社会人に

対して講座を開講していました。これらの講座は、

教養の向上や趣味の修得を目的にしたものでし

た。しかし、現在、社会人の本格的なキャリアア

ップや専門スキルの修得のためのリカレントプロ

グラムが求められています。そこで、本学のリテ

ラシーレベルと応用基礎レベルからデータサイエ

線」という２科目を開講しました。写真１にオー

プンイノベーションワークショップの様子を示し

ます。受講生は、グループディスカッション形式

でデータサイエンスを活用した金融ビジネスに関

する提案を検討します。写真は、2017年度に対

面形式で各グループが提案内容を発表している様

子です。2020年度および2021年度は、コロナウ

イルス感染症の流行の影響から遠隔でのPBL形式

でしたが、2022年度からは対面形式として実施

しています。

もうひとつの連携PBL科目は、神戸市と連携し

た「実践データ科学演習」です。この科目も集中

講義として構成されており、前半にデータサイエ

ンス・AIの実践的な分析手法を学びます。後半は、

神戸市という行政機関がかかえる地域の課題につ

いて、PBL形式で取り組みます。
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目標にしていますが、それを教育できる教員の数

が十分ではありません。短期的に解決するために

は、講義を提供するためのLMSを活用することが

重要となります。

本学では、2022年度までオープンソースであ

るMoodleをLMSとして使用してきました。そし

て、2023年度からはin Campusを採用しています。

Moodleは、教員がカスタマイズ可能な機能が多

く、様々なプラグインが提供されています。プロ

グラミング演習は、in Campusにおいて実現でき

ずこれまでのMoodleサーバを別途構築すること

によって実現しました。しかし、Moodleは、

2002年度にリリースされてから22年経過してお

り、アーキテクチャが古すぎます。プログラミン

グ言語PHPによって実装されており、応答速度が

遅く、最新のWebにおけるアクセシビリティに対

応していません。

一方、in Campusは、Moodleに比べるとカスタ

マイズ性が乏しいです。2022年度に本格的なア

ップデートをしたため、致命的な不具合が散見さ

れ ま す 。 ま た 、 他 の LMSで あ る Google社 の

ClassroomやMicrosoft社のOffice 365と比較すると

最新のWeb技術に追従できていない印象を受けま

す。

データサイエンスの講義のなかで教育している

プログラミングによる自動化やAI技術をLMSのな

かで活用しようとすると、どうしてもカスタマイ

ズできない場面に直面します。今後、データサイ

エンス教育をより効率的に実施していくために

は、基本的な機能だけでなく、データサイエンス

を教える教員が新しい技術を取り入れたいといっ

たデータサイエンスならではの要求に応えられる

LMSが求められると考えます。

13．おわりに
本稿では、本学における数理・データサイエン

ス・AI教育の取組みについて、数理・データサイ

エンスセンター設立から標準カリキュラムコース

の開講、さらにリテラシーレベルおよび応用基礎

レベルの開講とMDASH認定までの流れを振り返

りました。すべて円滑に企画運営できたわけでは

数理・データサイエンス・AI教育の紹介

なく、ひとつひとつ手探りで歩んできましたので、

データサイエンス教育の手本になるかどうか分か

りませんが、少しでも他の大学の取り組みの参考

になることを願っております。
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